
【神谷小学校】通学路対策箇所図 

 

危険箇所 2：凡例  あああ 

〈危険箇所の状況〉 

・町道を横切っている溝にかぶせてあるグレーチングを支えてあるコンクリートが破損

し、下を通っているパイプに荷重がかかっている状態。破損したコンクリートが溝に落ち

た場合、大きな穴が生じ、児童生徒だけでなく住民の方にとっても、足を踏み入れたり、

自転車やがその上を通ったりしたときの転倒、車にとってもパンクのおそれがある。 

・通学路である町道をスピードを出して通過する車があり危険なことがある。 

〈対策内容〉 

・補修工事済み。 

・注意喚起の看板設置済み。 

この背景地図等データは、国土地理院の電子国土

Webシステムから配信されたものである。 

危険箇所 1：凡例 あああ 

〈危険箇所の状況〉 

・カーブの線形上の影響もあり、防護柵が損傷する交通事故が

頻発しており、通学する児童にも危険な状態である。 

・平成３０年度に路線表示対応済み。 

・平成３１年度に道路の線形改良を検討予定と聞いている。 

〈対策内容〉 

・線形改良に向けた調査開始済み。 


